
5 万分の 1 地質図幅

説 明也書

薫 Btl
(網走ー第 52 号)

北海道開発庁

昭和 36 年 3 月





薫 思リ

〔網走一第 52 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師松井公平

北海道開発庁

昭和 36 年 3 月



この調査は，北海道総合開発のーイ己である.

地下資源開発のための民本調査として，土台

道に調査を委託し，道\'1:地下資阿部料tFiJ-rにむ

いて，究施したものである

fVr{干1136 :1ド 3)]

北 j主一二道開発



目次

はし均三き..，・H・"…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…… 1

I 位置ゐよび、交通・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

II 地 形 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

III 地 質 概 要 ・・ H ・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

IV 新第三組層者よび同時期火山岩 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

IV.l 錐山プロピライ ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

IV.2 イケ ν ョーマナイ川層...・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ ··5

IV.3 崎無異川集塊岩...・ H ・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

V 第四紀層;jsよび、同時期火山噴出物・・H ・ H ・…...・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・-…...・ H ・ ···5

V.l 古多糠層...・H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…'"・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..… 5

V.2 薫 別 層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

V.3 低位段丘堆積物....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

V.4 薫別浮石層・…・・ H ・ H ・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

V.5 河岸段丘堆積物....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

V.6 標津浮石堆積物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

VI 応 用 地 質 ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

VI.l 砂 鉄・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ H ・ H ・.. 9

VI. 2 砂利...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…・ H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..………… 9

VI.3 地 下 水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

参 考 文 献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叩

Resume(inEnglish) ・…...・H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.，……...・H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・ ·11



5 万分の 1 地質図幅 主主主
説 明 書宗も

別 (網走ー第 52 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技師松井公平

はしがき

乙の図幅は，昭和 35 年に行なった野外調査の結果を，直ちに取まとめて報告したもので

ある。

乙の地域は，いわゆる千島弧内帯のグリーシ・タブ堆積区の一部に当るが，第四紀の新

しい段丘堆積物や火山噴火物が，広くかっ厚くおおって，それら新第三紀の岩層は，ほと

んど露出していない。したがって，この地域についての地質調査はほとんど行なわれてお

らず，山田忍による火山灰調査のほかは，海浜の砂鉄についての調査がみられるにすぎな

なお，現地調査に際しては，北海道立地下資源調査所斎藤昌之地質鉱床課長の指導をう

けた。報告にはいるに先だち，謝意、を表する。

I 位置jo~ よび交通

この図幅地域は，北海道の北東部に位置する，知床半島基部の東側に位置し，根室海峡

に面している。その範囲は，北緯 43 5ー0'--43ー40' 東経 145°0'--145°15' であって，行政上

は，根室支庁の管轄に属し，標津町にふくまれる。

交通は便利で，国鉄標津線が根室標津まで通じており，それから羅臼までは，海岸にそ

って国道がはしっている。乙の問にはパスが交通しており，冬季でも，よほどの雪害がな

いかき、り運休しない。
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II 地形

乙の地域には，標高 100m 以下の低い台地が見事に発達している。わずかに北西隅に正

陵性山地がみられるほかは，平坦面が，海岸から奥地に向って連なっている。それは，急、

崖をつくって海に面する，標高 15m ていどの高さから，標高 100m ていどまで，ゆるく
1)

傾むいて連なる段丘地形であって，隣接する「武佐岳図幅」地域の山麓に達する。この段

丘面は，オホーツク海岸一帯に広く発達する低位段丘面に相当するものであることは，間

違いない。

この地域を流れる河J/Iは， r武佐岳図幅」の地域に源を発するもので，蛇行しながら，流

路を西から東にとって根室海峡に注いでいる。そのおもな河川は，忠類川，薫別川，崎無

異川などであるが，いずれも，その河岸には，段丘あるいは犯らん原が発達している。

海岸線は，伊茶仁を中心にして，その北と南とではおもむきが異なる。伊茶仁以北では，
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比高 IS-20m の急崖が海にせまっているカ丸伊茶仁以南では，海水面から比高 1m 前後

の低湿地帯が発達しており，この地帯には，伊茶仁川，ポー川などの，かつての流路と考

えられる，小さな沼が散在している。

III 地質概要

この地域を構成している地質系統は，模式柱状図にしめしたようなものである。

時 代 層 序 層模式柱状 記 岩 質 備 考
厚号

現沖 積 層雪 Al1iI).11 最 |←砂鉄
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病停役 E 堆積物管 T2 砂.様
洪

国 薫 間'"浮 右 層 情Mm十一 Kp浮石

1費低位段丘耀積物自
ー
T, 砂.犠.火山民

糞別居 l~ 宿~.様 .1丸山原.粘土 豆イ丞炭員
←地下水

K

事己 世 l 糸!日糊開Ij層にに対対比比(北部古今糠漕 E Ko凝民岩.i臨土

新 崎無異川集塊岩 Is 1皮 1高安山岩質集塊岩

燐
イケシヨマナイ川漕 Yi 硬質頁岩.砂岩

ー

一 ‘v-EFv司、， vF 、vd
世E 錐山アロピライト α1S つ・ロピライト

V"V¥lV

新第三紀層は，図幅地域の北北西の丘陵性山地に分布している。乙の地層は隣接する「武

佐岳図幅」地域に発達している，幾品層，横牛川層，忠類層などの一部である。これらの

新第三紀層とその上位に発達する第四紀層との関係は，この図幅地域では，明らかにでき

ること治まない。

新第三紀層は，プロピライト，崎無異川集塊岩などの火山岩類と，イケν ョーマナイ川

層の堆積岩層とから構成されている。

第四紀層は，下位から，古多糠層，薫別層低位段丘堆積物，薫別浮石層，河岸段丘堆積

物，標津浮石堆積物，沖積層から構成されている。これらのうち，薫別層，低位段丘堆積

物，薫層浮石層の三層は，隣接する「武佐岳図幅」地域において，一括してJIl北層として

取りあっかわれた地層である。しかし，このJlI北層は，岩質の特ちょうから細分すること

ができる。
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古多糠層は，忠類一一一浜古多糠のあいだの地域に分布している。おもに凝灰岩から構成

されている。この地層の時代については問題があるが，岩質からいちおう，下部洪積世と

した。

薫別層は，海岸の急崖および各河川の沿岸にそれぞれ露出している。まえにのベた古多

糠層の上位に発達しており，両者の関係は不整合である。これを不整合に切ってこの地域

の平坦面に発達している低位段正堆積物が発達している。さらに，乙れらをおおって，摩周

火山からもたらされた薫別浮石層，標津浮石堆積物が平坦面の全域にわたり分布してい

る。

河岸段丘堆積物は，各河川の沿岸にみられ，とくに忠類川，薫別川の沿岸にはその発達

がし〉ちじるしい。

沖積層は，各河川の沿岸および調査地南部の伊茶仁一一標津地域に発達している。

IV 新第三紀層 bよび同時期火山岩

この地域に分布する新第三紀層および同時期の火山岩類には，錐山ブ。ロピライト，イケ

ジョーマナイ川層，崎無異川集塊岩層がある。

つぎにこれらについて説明を加える。

IV.1 錐山プロピライト

この岩石は，調査地域の北西隅を流れている，元崎無川の上流の奥二股にわずかに露出

している。濃緑色を呈するちみつな岩石で，その一部はよわい珪化作用をうけている。

隣接する「武佐岳」図幅地域に発達している忠類層の一部にふくまれるもので，岩脈お

よび岩床状を呈している。この図幅地域内では，露出がわずかであるため，その形を明ら

かにすることはできない。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

小量ないし中量の斜長石と輝石の斑品をもっ輝石安山岩である。その石基は，多量の

長柱状の斜長石でうめられている。斑品の斜長石はわずかに曹長石化作用をうけてい

る。輝石類はほとんど褐色を呈する縁泥石にかわっている。

石基の斜長石は，わずかに汚濁するていどでやや曹長石化作用をうけている。斜長石

のあいだをうめているガラスは，多くは緑泥石にかわっている。このほか，ジンアイ状

の磁鉄鉱が一面に散在している。
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IV.2 イケショーマナイ川層

乙の地層は，隣接する「式佐岳」図幅地域のイケ ν ョーマナイ川の上流流域に標式的に

発達している。乙の地域では，元崎無異川上流の二股附近と崎無異川沿岸にわずかに発達

しているにすぎない。おもに淡灰色を呈する硬質頁岩と濃緑色を呈する粗粒な凝灰質砂

岩の互層から構成されている。露出では，断層の影響をうけてひじように擾乱されている

ために，向・傾斜を正確に測定するととができなかった。しかし，元崎無異川沿岸では，

N25°E ・ 70
0

5E の走向・傾斜をしめしている。

IV.3 崎無異川集塊岩

この地層は，隣接図幅「式佐岳」地域の崎無異川上流地域に標式的に発達する。同図幅

地域で，幾品層としたなかの，上部層に相当する。幾品層については，同図幅説明書で詳

細にのべられているので，乙こでは省略する。

乙の図幅地域では，北北西部の丘陵性台地を構成しており，元崎無異川の上流に露出し

ている。黒褐色~黒色を呈する堅硬な岩石で一部熔岩状のところもある。

この集塊岩の熔岩状をとる一部分を，顕微鏡下で観察れば，つぎのとおりである。

斑品: 斜長石〉普通輝石〉しそ輝石

斑晶の鉱物は，半自形をとるものもあるが，他形をとるものが多い。これらの鉱物が，

モザイク状に集合している部分もある。なお，これらの鉱物の周辺は鉄鉱でとりまいて

いるものが多い。

石基は，ハイアロピリティック組織をしめしている。微細な斜長石とガラスからなり，

鉄鉱で汚染されている。このほか，一面にジンアイ状の鉄鉱が散在している。

V 第四紀層必よび同時期火山噴出物

この地域に発達する第四紀層および同時期火山噴出物は，下位から古多糠層，薫別層，

低位段丘堆積物，薫別浮石層，河岸段丘堆積物，標津浮石堆積物および沖積層に細分され

る。つぎにこれらについて，説明を加える。

V.I 古多糠層

この地層は，忠類川から浜古多糠にわたる約 2km の聞の海岸に発達する急崖の汀線ぎ

わにわずかに露出している。淡灰色を呈する凝灰岩から構成されており，部分的ではある
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が，表面はわずかに腐植化し，また，

樹木の繁茂した形跡がある。この地層

は， NI00E ・ 5°NW の走向・傾斜をし

めしている。

乙の地層は，露出が少いために，下

位層との関係を明らかにすることがで

きない。したがって地質時代について

は，いろいろと問題があるが，岩手日か 古多糠層の中の木根

らいちおう下部洪積世と考えておくが，今後検討を要する。

V.2 薫別層

この地層は，海岸線の急崖および，各河川の沿岸に露出している。おもに浮石質凝灰岩，

浮石，粘土，砂礁から構成されるもので，ひじように偽層し，岩相の水平変化がはげしい。

薫別層の中の亜炭層

薫別層下部礁岩及び浮石質凝灰岩部
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この地層の基底部には，下部の古多糠

層が陸化し，その上に繁茂した化石林

と判断される根をはった立木が多数み

られる。引続きその上部にも，亜炭，木

片，木根などの爽在されるととが多い。

亜炭層は，三枚みとめられ，そのう

ち一番厚いものは約 80em をしめす。

浮石質凝灰岩は，淡灰色~乳白色を

呈し，国結の度合が高い。厚さの変化

がいちじるしく，厚いところで約 2m

をしめす。 薫別層の中の木幹と木片

粘土層は，この地層の上部に発達し，青色~褐色を呈する。その厚さは約 1m である。

砂操層は，この地層の上部と下部に，それぞれいちじるしく発達している。径 5 ern 大以

下の疎から構成されており，砂の薄層をはさんでいる。下部の疎層の中には木根を爽在し

ている。また上部の牒層は，褐鉄鉱化をうけj芋さ約 50ern をしめすが，削剥されて，とこ

ろによっては欠除している。

V.3 低位段丘堆積物

この地層は，調査地域の海岸の急車の上部および河川流域にそれぞれ発達していて，こ

の地域の平坦面を形成している。

低位段丘堆積物
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砂疎を主とし，砂の薄層や， )享さ約 1m の褐色を呈する，やや固結した火山灰層をはさ

んでいる。この火山灰層は場所によって， 2 枚みとめられるが連続出に之しい。

礁は径 10em 大以下のものが多く，その種類は，緑色凝灰岩，安山岩，プロピライトな

どである。乙の堆積物の厚さは 10m 前後である。

V.4 薫別浮石層

この地層は，忠類川の右岸を通るパス道路の切割に標式的に露出している。まえにのべ

た，低位段丘堆積物の上位に発達するもので，赤褐色を呈する火山灰と浮石疎から構成さ

れている。火山灰は厚さ約 30em をしめし，浮石礁は，径 O.5mm 大以下のほぼ等粒のも

のからなり，厚さは約 20em である。

薫別浮石層の露出

V.5 河岸段丘堆積物

この堆積物は，各河川の沿岸に発達しており，とくに忠類川，薫別川の沿岸にいちじる

しい。砂疎から構成され，礁の大きさは径 10em 大のものが多く，種類は，緑色凝灰岩，
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安山岩，プロピライトなどである。地質図には，とくに特ちょう的に地形に現われている。

忠類川沿岸に発達しているものだけをしめしておいた。

V.6 標津浮石堆積物

この地層は，まえにのベた低位段正堆積物をおおって広範囲に発達するもので，岩質，岩

相から摩周火山の噴出物と考えられる。山田忍の調査によって別けられた，摩周統火山灰

層のなかの，摩周統火山灰 ML 層に相当するものと考えられる。浮石礁は，黄褐色~赤褐

色を呈し，径 lcm 大のものが多い。なお，乙の浮石層の上・下位には厚さ約 10em てい

どの腐植土をともなうことが多い。全体の厚さは約 50cm である。

VI 応用地質

乙の図幅地域内には，めぼしい鉱産資源はみあたらない。ただ海岸には小規模な砂鉄鉱

床が賦存している。そのほかには，砂利があるていどである。また，その地形と地質とか

ら，豊富な地下水が存在するようである。

VI.1 砂鉄

砂鉄の賦存している地域は，根室標津から伊茶仁にいたる約 6km のあいだの海浜であ

る。この地域はほかの海岸よりも海浜の発達がよい。未利用鉄資源調査報告によると，平

均 10% ていどの砂鉄が含有されており，部分的に濃集したと乙ろでは，平均着磁率 20%

をしめすという。また約 7 ， 500 ton の鉄量が算定されている。

VI. 2 砂利

砂利は，この図幅地域の各河川および海浜に賦存している。岩質は，安山岩，プロピラ

イトを主としている。しかし，現在では全く利用されていない。ただ河口附近に住む魚、業

をいとなむ人達が網の重りとして，わずかに使用している。

V13 地下水

乙の地域では，薫別層が滞水層となり，低位段丘堆積物と薫別層との境目から豊富な地

下水が，いたるところから湧水している。したがって，地表から 15m-20m の深さで，低

位段 E堆積物を貫ぬき良質の地下水をうるととができる。この地域の農家の大部が沢水を
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飲料水として利用しているが，さく井によって良質の飲料水をうることができる。ただ，

段丘堆積物は礁層であるので，井戸の掘さくにはかなり困難である。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE
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KUNBETSU
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(Geo[ogicalsurveyofHokkaido)

Resume

Thesheetmap “ Kunbetsu" islocatedatthejointoftheShiritoko

peninsulaprojectingontheeastern Hokkaid5, whichcoversanarea

lyingbetween145ー0'and145ー15'N.lat., and43ー50'E.long.

Topographically, theareaisincludedinthehillyregion.

Geology

GeologyinthemappedareaconsistsofNeogeneTertiarySystem

andQuaternarySystem, andissummarizedasfollows;
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Kotanukaformation

(SakimuigawaaggIomelate

NeogeneTertiary{Miocene¥Ikeshomaigawaformation

lSuizanpropylite

NeogeneTertiarySystem:
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TheSuizanpropyliteoccursinthenorth-westernpartofthesheet.

TheIkechomanaigawaformationiscomposedofthehardshaleand

tufaceoussandstone. TheSakimuigawaagglomelateisfoundtothe

prominentbasalticlavaandagglomelate.

Quaternarysystem:

TheKotanukaformationconsistofthetufaceous sand, ofwhich

thefewdecayedwoodsareabundantlycontained. TheKunbetsuformaｭ

tioncomprisesa grabel, sand, clayandpumiceous ash, additionally

containstheligniteandthewoods. Thelowerterracedepositeis

observedonthesurfaceofelevatedplateaubetween15 ,,-,100 m.high.

The Kunbetsupumicebedconsistingtheashandthepumicemaybe

correlatedtotheMashiivolcanovolcanicashes. Theriverterrace

depositeexposesalongthrriver;theChurui-gawaandtheKunbetsuｭ

gawa.

TheShibetsupumicebedoverspredsonthelayersmentionedabove.

EconomicGeology

Alongthebeach, therearealittleironsandandagreaterquantity

ofshingls.

TheKunbetsuformationisthewatertableofthegroundwater

whichisinusetodrink.
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